
はじめに 

 

構造設計者の資質と設計・施工された建物の構造的質には深い関わりがあることは今さら

言うまでもない。2005年11月に発覚した「耐震強度偽装事件」は,構造設計者の資質のうち,
最も重要な心の問題に関わっている。「偽装」は,残念なことに建築に限ったものではなく,
食品の世界に至るまであらゆる分野に及んでおり,日本社会の根幹を揺るがす大きな問題と

なっている。しかしこれはまた,構造設計者が個人として誇りと責任感をいかに持ち続けら

れるかであり,これを確かなものとするためには構造設計者の社会的地位向上と損害賠償保

証能力の培養が必要である。さて,構造設計は関連するあらゆる技術を分析・総合化し,バラ

ンスよく最適化することである。ここでは,構造設計者としてのセンスが問われることにな

る。しかし,採用する技術は必ずしも明確に解明されたものばかりではなく,そのような条件

の中で実際に設計を進めるのには勇気と適切な判断力が求められる。脇・・本書は,構造設

計のプロを目指し,特に鉄骨造建築物の設計の分野で将来エキスパートになろうとしている

方々を対象にその入門編として執筆されたものである。即ち,大学において,構造力学・鉄骨

構造等の基礎科目を履修した後,構造設計演習(鉄骨造の課題)を始めようとする学生諸君,構
造系の大学院生,構造設計担当部署に配属された新入社員,木造・RC等の構造設計は経験し

ているが,鉄骨造の建物を初めて設計しようとしている構造技術者等をイメージして記述し

ている。その技術的レベルは,保有水平耐力計算および限界耐力計算をしっかり理解し,実施

設計において確認審査・適合性判定等に合格する水準に到達することを目指したものでも

ある。従って,本書を第1章から順番に読み進むのもよいが,第5章耐震設計法とその設計例に

直接入り,検討事項によっては,第2章設計の基本,第3章部材設計,第4章接合部設計を参照し

ながら進める方法も考えられる。本書の執筆陣は,構造力学・鉄骨構造等の講義や研究を40
年近く行った大学教員,これまで30年以上にわたり構造設計の第一線で実施設計に携わり,
多くの若手設計者を指導してきた構造設計部門の責任者,ゼネコンの技術研究所で鉄骨構造

に関わる調査研究や技術開発に従事してきた研究者の3名で構成し,それぞれの得意な分野

を担当すると共に,意見の交換により内容の充実を図った。また,実施設計に関わる内容につ

いては,「大成建設建築構造わかる会」の皆さんに多大なご協力を得た。ここに深謝申し上

げる。筆者の定年退任を機に本書をBCJブックスの中の1冊として出版する機会を与えて頂

き、編集の最初から最後までお世話頂いた(財)日本建築センターの方々に心より感謝申し上

げる。建築基準法・同施行令の改正とこれに伴う告示等が多く出され,今後もこれらは改正

されて変化していくものと思われる。そのとき,これらの法令・告示が要求している本質を

理解し,変化に追随していける柔軟性を持ちたいものである。読者諸兄が構造設計のプロと

して活躍されることを祈念し,本書が少しでもそのお役に立てば幸いである。 
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